
 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年度～          上下水道局浄水課水質管理センター 

市民の方々のご家庭に届く水道水の安全性をチェックする「水質

検査」をしています。水道水の安全性やおいしさ確保の一翼を担っ

ていると実感できることが自分にとってのやりがいです。 

困ったことやミスしてしまったことを打ち明けやすい職場だと思

います。また、仕事のこと以外の話もしやすく、和気あいあいとし

た雰囲気です。 

 

 

 

 

 

化学技術職の採用試験に化学の試験があるので、過去問を解くなどして試験対策を頑張っていました。 

盛岡が好きで、この町のためになる仕事に就きたかったからです。 

入庁前は、世間一般の「公務員」のイメージどおり、デスクワークがほとんどの職場だろうと思っていまし

た。しかし、いざ働いてみると、水質検査や採水業務で一日机から離れていることもたびたびあり、割合で

いえば、事務仕事と検査業務でだいたい半々くらいだと思います。 

「灯油が漏れて河川に流入する」という事故が起こったことがありました。土曜日でしたが、浄水場の職

所属 水質管理センター 

職員名 阿部 技師 

入庁年度 令和２年度 

職種区分 化学技術職 

Q１：採用から現在までの所属は？ 

Q２：現在の担当業務とやりがいは？ 

Q３：職場の雰囲気は？ 

Q４：学生の時に力を入れていたことは？ 

Q５：盛岡市を志望した理由は？ 

Q６：入庁前と入庁後での、職場へのイメージの変化は？ 

Q７：今までの仕事で印象に残っているエピソードは？ 

盛岡市上下水道局職員インタビュー 

※所属は令和４年４月１日時点です。 



員と協力して、朝から臭気（におい）の検査をし、夜まで対応を続けた結果、流出箇所を特定することがで

きました。この一件以降、より責任感を持って水質検査をするようになりました。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

水質検査業務では、検査結果の正確性が重要になります。検査の

手順や注意点を逐次確認しながら進め、報告書の作成まで正確に行

うことを心掛けています。 

 「自宅で使う水道水に何かしらの形で自分が関わっている」という

のは面白い経験だと思います。「水」について興味を持つようになりま

した。 

水道水を「作る」部署、「届ける」部署、「検査する」部署など、他にも様々な役割がありますが、どこの部

署でも市民の方々のライフラインを支えるという使命を背負って働いています。一緒に頑張りましょう！ 

 

8：30 始業、ミーティング 

8：40 採水準備 

8：50 採水業務 

10：30 水質検査 

12：00 昼休み 

13：00 水質検査 

14：30 前日の検査結果の確認 

15：00 検査器具の片づけ、翌日の準備 

16：00 検査結果報告書の作成 

17：15 終業 

Q8: とある 1日のスケジュール 

Q９：モットー（仕事の上で大切にしていること）は？ 

Q11：未来の後輩に一言！ 

Q10：盛岡市上下水道局で働くことの魅力は？ 


